
 

７月９日（土）に防災の日に先駆けて、地域住民の方、園利用者、近隣施設の関係者

のみなさまと同じ地域で生活する人同士の交流の場、また災害に備えた防災意識の向

上を図る機会として、“しまもと里山防災プチフェスタ”を開催し、約６０名の方に 

ご参加いただきました。 

新聞紙や広告紙を使用し、災害用食器づくりをしま

した。広告紙を使用した紙コップでお茶を飲むこと

の不便さを感じながらも、災害時のときには簡単に

代用できるということを知っていただく機会になり

ました。 

グループごとに、災害備蓄食づくりを体験。 

具材を入れてかき混ぜ、お湯または水を 

入れて待つだけなので、こどもたちも一緒

に作ることができました。 

 

南海トラフが危惧される中、小規模な地震が

頻発していますが、日ごろから防災意識を高 

め、非常時に備えておくことで落ち着いて 

行動できることと思います。毎月第２土曜日

にはこども食堂も行っていますので、ぜひ 

ご参加ください。 

 


